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国宝松江城県庁前

国宝松江城（大手前）

松江しんじ湖温泉駅

県民会館前

松江駅

大
雄
寺

堀
尾
吉
晴
公

銅
像
前

集
合

清
光
院

月
照
寺

松
江
大
橋

宍
道
湖
大
橋

新
大
橋

松
江
し
ん
じ
湖
温
泉
駅

カ
ラコロ
広
場

島根県庁

宍
道
湖

島根県民会館

松
江
市
役
所

松江駅

大橋川

小泉八雲旧居

♨
松
江
し
ん
じ
湖
温
泉

天
守

普
門
院

島
根
県

警
察
本
部 

（
島
根
県
尋
常

中
学
校
跡
）

第
一
の
宿

富
田
旅
館
跡

第
一

中
学
校

カ
ラコロ

工
房

松江
歴史館

　大手前
P駐車場

一畑電車北
松江線

JR山陰本線

タクシー
10分

徒歩
5分

徒歩
7分

徒歩
5分

龍
昌
寺

第
二
の
宿
跡

源
助
柱
供
養
碑

大
庭
の
音
石

材
木
町
の

地
蔵
堂

（
大
念
寺
）

小
泉
八
雲
文
学
碑

耳
な
し
芳
一の
像

小泉八雲胸像

小泉八雲記念館

解
散

松江
ホーランエンヤ
伝承館

須
衛
都
久

神
社

県
庁
跡
地

武家屋敷

山口薬局

松江国際
観光案内所

志
賀
直
哉

堀
端
の
住
まいの
跡

城山稲荷
神社

松江城山公園
内
中
原

小
学
校

徒歩
5分徒歩

タクシー

ギリギリ井戸

0 250 500m

（ 

）

小
泉
八
雲
の
再
話
し
た

松
江
の
怪
談
を
体
感
し
て
み
ま
しょ
う
。

松
江
の
夜
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
ま
す
。

闇
を
みつめ
る
こ
と
は
自
ら
の
五
感
力
を
磨
く
こ
と
に
も
な
り
、

灯
り
の
溢
れ
た
現
代
社
会
に
暮
ら
す
私
た
ち
に
は
、

と
て
も
新
鮮
な
も
の
に
な
る
でしょ
う
。

地
元
の
語
り
部
が
、

心
を
込
め
て
、

怪
談
の
世
界
に

ご
案
内
し
ま
す。

【
集
合
場
所
】

松
江
城
大
手
前
駐
車
場

堀
尾
吉
晴
公
銅
像
前

【
解
散
場
所
】

一
畑
電
車 

松
江
し
ん
じ
湖
温
泉
駅

（ 

）

【
参
加
料
金
】

大
人
2
0
0
0
円 （
対
象 

小
学
生
以
上
）

【
募
集
人
数
】	

最
大

14
名 （
最
少
催
行
人
数 

5
名
）

【
監
修
】

小
泉
凡（ 

）
【
お
申
し
込
み
先
】

一
般
社
団
法
人
松
江
観
光
協
会

松
江
観
光
協
会
営
業
所

T
E
L 

0
8
5
2
︱
27
︱
5
8
4
3

F
A
X 

0
8
5
2
︱
26
︱
6
8
6
9

﹇
営
業
時
間
﹈8
時
30
分
―
17
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
休
み
）

【
お
申
し
込
み
締
切
】

出
発
日
の
7
日
前

【
出
発
日
時
】	

小
泉
八
雲
記
念
館
館
長

島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
名
誉
教
授

 

5
月
4
日
㊍㊗ 

18
時
20
分

【
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
】小
泉
凡

日
没
時
刻
の
約
30
分
前 

出
発

所
要
時
間 

約
2
時
間

 
 

5
日
㊎㊗ 

18
時
20
分

 
 

6
日
㊏ 

18
時
20
分

 
 

20
日
㊏ 

18
時
45
分

 
 

27
日
㊏ 

18
時
45
分

画
―
―
小
泉
八
雲（
小
泉
一
雄 

編『
妖
魔
詩
話
』
よ
り
）

 

4
月

29
日
㊏㊗ 

18
時
20
分

2
0
2
3
年

集
合
・
解
散
場
所
が
異
な
り
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



Lafcadio  

Hearn’s 

Matsue 
Ghost Toursince 2008

◉
小
泉
八
雲（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ・
ハ
ー
ン
）は

一
八
五
〇
年
に
ギ
リ
シ
ャ
の
レ
フ
カ
ダ
で
生
ま
れ
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
育
ち
、ア
メ
リ
カ
、

カ
リ
ブ
海
の
マ
ル
テ
ィ
ニ
ー
ク
島
を
経
て
、

一
八
九
〇
年
に
特
派
記
者
と
し
て
来
日
、

一
九
〇
四
年
に
東
京
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

松
江
で
は
島
根
県
尋
常
中
学
校
の
英
語
教
師
と
し
て

一
八
九
〇
年
八
月
三
〇
日
か
ら

約
一
年
三
ヶ
月
を
過
ご
し
、

山
陰
地
方
の
霊
的
世
界
に
と
り
わ
け

深
い
共
感
を
抱
き
ま
し
た
。

後
に
妻
と
な
る
小
泉
セ
ツ
も
松
江
の
出
身
で
、 

八
雲
は
生
涯
こ
の
地
と
強
い
絆
で
結
ば
れ
ま
し
た
。

◉
偏
向
の
少
な
い
異
文
化
理
解
の
姿
勢
、

豊
か
な
感
受
性
と
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
五
感
力
で

日
本
の
美
し
さ
を
見
出
し
、発
信
し
た

小
泉
八
雲
の
世
界
を
ゆ
っ
く
り
堪
能
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
泉
八
雲

︵
ラ
フ
カ
ディオ・

ハーン
　
　

︶と
松
江

旅行条件書（抜粋）

【1. 募集型企画旅行契約】	
（1）この旅行は、一般社団法人 松江観光協会
（島根県知事登録旅行業第3-61号。以下「当社」
といいます）が、企画・募集し、実施する旅行で
あり、この旅行に参加されるお客様は当社と募
集型企画旅行契約（以下「旅行契約」といいま
す）を締結することになります。
 【2. 旅行のお申し込みと旅行契約の成立】	

（1）当社または当社の受託営業所にて（以下、
「当社ら」といいます）所定の参加申込書に所定

の事項を記入のうえ、申込金（旅行代金の20%
以内）をそえてお申し込み下さい。
 【5. 旅行代金のお支払い方法】	

（1）旅行者は、旅行開始日以降で契約書に記
載する期日までに当社に対し契約書面に記載
する金額の旅行代金をお支払いいただきます。
旅行代金（申込金を除く残金）は旅行開始日当
日に集合場所の係員にお支払いください。
【13. 旅行契約の解除・払い戻し】	
（1）旅行開始前の解除の場合
［1］お客様は、次に定める取消料をお支払いい
ただくことにより、いつでも旅行契約を解除する

小泉八雲
（小泉家蔵）

画
―
―
小
泉
八
雲（
小
泉
一
雄 

編『
妖
魔
詩
話
』
よ
り
）

　
　
デ
ザ
イ
ン
―
―
石
川
陽
春

tel 0852-27-5843   fax 0852-26-6869
［営業時間］8:30―17:15（土・日・祝日休み）
（一社）日本旅行業協会中四国支部賛助会員　［募集型企画旅行実施可能区域］松江市、安来市、出雲市、雲南市、境港市
［総合旅行業務取扱管理者］金森一也
総合旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取り扱う営業所での取引に関する責任者です。
この旅行契約にご不明な点があればご遠慮なく上記の取扱責任者にお尋ねください。

旅行契約の解除期日（旅行開始日の前日から起算してさかのぼって）
取消料
日帰り旅行

［1］21日目に当たる日以前の解除 無料
［2］20日目に当たる日以降の解除（［3］～［7］を除く） 無料
［3］10日目に当たる日以降の解除（［4］～［7］を除く） 旅行代金の20％
［4］7日目に当たる日以降の解除（［5］～［7］を除く） 旅行代金の30％
［5］旅行開始日の前日の解除 旅行代金の40％
［6］旅行開始日当日の解除 旅行代金の50％
［7］無連絡不参加または旅行開始後の解除 旅行代金の100％

ことができます。
なお、下表でいう「旅行契約の解除期日｣とは、

当社の営業日・営業時間内に解除する旨をお
申し出いただき、確認した時を基準とします。

【お申し込み先・旅行企画・実施】	
島根県知事登録旅行業 第3-61号 

一般社団法人松江観光協会
松江観光協会営業所 
〒690-0874 島根県松江市中原町19番地 松江市役所第4別館1F

崩
れ
る
石
垣

築
城
時
い
く
ら
石
垣
を
積
ん
で
も
崩
れ
た
。
そ
こ
で
地
面
を
掘
っ
て
み
た
ら
槍
の
刺
さ
っ
た
シ
ャ
レ

コ
ウ
ベ
が
で
て
き
た
。
で
て
き
た
所
が
井
戸
の
周
り
で
、
こ
こ
が
丁
度
お
城
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
ギ
リ
ギ
リ
井
戸
と
な
っ
た
。

松
江
城
の
ギ
リ
ギ
リ
井
戸

解散 
タクシー
10分

徒歩
5分

徒歩
7分

出発から
2時間後

消
え
ぬ
芸
者
の
足
跡

松
風
と
い
う
若
い
芸
者
が
片
思
い
の
侍
に
切
り
殺
さ
れ
る
。
階
段
に
残
っ
た
血
の
足
跡
は
拭
い
て
も

削
っ
て
も
消
え
ず
、夜
に
位
牌
堂
の
前
で
謡
曲
を
歌
う
と
松
風
の
幽
霊
が
出
て
く
る
と
噂
さ
れ
た
。

清
光
院

子
育
て
幽
霊
話

毎
夜
更
け
て
か
ら
水
あ
め
を
買
い
に
来
る
女
が
い
た
。
好
奇
心
か
ら
そ
の
女
の
後
を
つ
け
て
行
っ
た
ら

そ
こ
は
墓
場
だ
っ
た
。
墓
の
下
か
ら
幼
児
の
泣
き
声
が
し
た
。 

―
小
泉
八
雲「
神
々
の
国
の
首
都
」
よ
り

大
雄
寺

堀
尾
吉
晴
公
銅
像
前

出発

日没時刻
約30分前

耳
な
し
芳
一の
話

盲
目
の
琵
琶
法
師
、芳
一
が
平
氏
の
亡
霊
た
ち
に
夜
ご
と
招
か
れ
、琵
琶
の
妙
技
を
披
露
。
危
険

に
気
づ
い
た
住
職
が
芳
一
の
体
に
悪
霊
封
じ
の
般
若
心
経
を
書
き
尽
く
し
た
は
ず
だ
っ
た
が
…
…
、

哀
れ
な
芳
一
の
行
方
は
…
…
。 

―
小
泉
八
雲「
耳
な
し
芳
一
の
話
」
よ
り

夜
歩
く
大
亀

大
亀
が
夜
な
夜
な
城
下
を
徘
徊
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
困
り
果
て
た
住
職
が
深
夜
、
そ
の
大
亀
に

説
法
を
す
る
と
…
…
。

松
江
藩
主
菩
提
寺 

月
照
寺

徒歩
5分松

江
し
んじ
湖
温
泉
駅

徒歩
5分


